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(上)拝礼 をすました宗連各部長
(下)祭典委員長大村市長の拝示L
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入場第之i!:f三片l!必ず受取って下さ い

ib 't.i: f.'. 方が支 t9~ った !I先珊事 δ 入場内金1) 1有には入場挽(国税〉が含ま れております
入場挽!'!入場DI授'1ミ片を受け成ると と民主つC. Lilll在'(c.国I)J比入になる仕組になっ

てお ります。入場ぬは，大体入場料50l~iI ~ζ対 L5 1!M立. 100凶 に対し20凶位であり

ますが.入場i'当金，つf可?乙含まれております心で，入場挽を支掛ったしるしに .是非

入場~の半片をさを取ってから入場致しま L ょう。
皆~は税務持や.市役所~K.色々な的問。税金を納める 主き必や領牧舎を受け取 る
乙とをお忘れ iこ在らないでしょう。それと|司慌にJIí"角l支悌った入場税。領収語"ζ~H
当する入場海/)'*片を必炉受けj以って iごさい。入場院は 一・他国 Jリ収入になわますが

人口 心比に l也 U て直ヤ民Ufな 1慌に返ってきて色々なl\t~D事業技上して・皆伎の生ti苛を
縫分で も 11f 巴ずる つです。半片た受;似つ℃ も (IIJの i立にも ~\): ;た泣いから ・ また弘一人
位という 気持にならないで.斗ミ);"ノコ もつ1li哩な役主IJ~て充分認lîÎ占していた ~ v 、て.今

日らか一人洩らが是非ヘi誌なうや片を受け取って下さい。(品U~I l.税務守〕
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